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国
民
公
園
京
都
御
苑
は
来
年
（
二
〇
一

九
年
）、
古
稀
を
迎
え
る
。
今
で
は
京
都

の
貴
重
な
緑
地
空
間
と
な
り
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
身
近
な
存
在
に

な
っ
て
い
る
。
御
苑
は
い
に
し
え
の
歴
史

の
記
憶
を
呼
び
起
こ
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
も

あ
る
。
小
文
で
は
京
都
御
苑
の
概
略
を
明

治
維
新
後
の
京
都
の
激
動
の
時
代
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
話
を
す
す
め
た
い
。

京
都
御
苑
創
設
前
夜

明
治
維
新
後
、
明
治
天
皇
の
東
幸
に
よ

り
京
都
は
逼ひ

っ
そ
く塞

し
た
。
多
く
の
公
家
は
天

皇
に
従
っ
て
東
京
へ
去
り
、
御
苑
内
の
公

家
町
は
多
く
が
空
家
、
留
守
宅
と
な
り
荒

廃
に
瀕ひ

ん

し
た
。
維
新
前
の
公
家
町
の
状
況

は
「
狭
隘
ニ
シ
テ
皇
居
ノ
体
制
ヲ
得
サ
リ

シ
カ
」
と
『
平
安
通
志
』
に
記
さ
れ
て
い

る
。
公
家
町
の
荒
廃
が
逆
説
的
で
は
あ
る

が
、
の
ち
の
御
苑
整
備
に
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
を
結
果
的
に
与
え
た
。
御
所
は

い
わ
ば
京
都
の
「
核
」
で
あ
っ
た
が
、
天

皇
不
在
は
御
苑
の
地
を
真
空
状
態
に
し
た
。

京
都
は
復
興
策
と
し
て
明
治
四
年
に
は

じ
ま
る
京
都
博
覧
会
に
そ
の
活
路
を
求
め

雪の京都御苑・中山邸跡。明治天皇生誕の地である

二
〇
一
八
年
の
明
治
百
五
十
年
を
記
念
し
て
、
二
〇
一
七
年
冬
号
か
ら
一
年
に
わ
た
り
巻
頭
特
集
を
組
み
、
江
戸
か

ら
維
新
を
経
て
明
治
、
大
正
、
昭
和
へ
と
至
る
京
都
の
近
代
化
並
び
に
そ
れ
を
巡
る
京
都
御
所
や
御
苑
の
変
遷
を
振

り
返
っ
て
き
た
。
今
号
で
は
本
特
集
の
最
終
章
と
し
て
、
名
城
大
学
教
授
で
あ
る
丸
山
宏
氏
に
総
覧
し
て
い
た
だ
く
。

近
代
京
都
と
国
民
公
園「
京
都
御
苑
」の
誕
生

丸
山
　
宏
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栽
し
、
皇
宮
附
属
地
と
し
た
。
近
隣
か
ら

の
類
焼
防
止
と
視
線
を
遮
る
た
め
の
御
苑

周
囲
の
石
塁
は
大
内
保
存
事
業
で
で
き
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
十
六
年
に

明
治
天
皇
の
指
示
で
京
都
御
所
が
即
位
礼

の
地
と
な
り
、
宮
内
省
が
御
苑
の
整
備
を

所
管
す
る
こ
と
に
な
る
。

図
は
大
正
大
礼
時
の
御
苑
の
平
面
図
で

あ
る
。
建
礼
門
か
ら
南
に
下
る
道
が
拡
幅

さ
れ
る
な
ど
直
線
を
基
軸
に
し
た
静
謐ひ

つ

で

広
々
と
し
た
空
間
を
演
出
す
る
シ
ン
プ
ル

な
も
の
で
あ
る
。
現
在
も
ほ
ぼ
継
承
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
大
戦
期
に
は
再

び
御
苑
は
荒
廃
す
る
。
国
民
公
園
と
し
て

再
生
す
る
の
は
戦
後
で
あ
る
。

国
民
公
園
京
都
御
苑
の
創
設

京
都
御
苑
を
は
じ
め
新
宿
御
苑
、
皇
居

外
苑
が
国
民
公
園
の
契
機
と
な
る
の
は
戦

後
間
も
な
い
片
山
内
閣
時
の
昭
和
二
十
二

年
十
二
月
二
十
七
日
、
旧
皇
室
苑
地
の
運

営
に
関
す
る
閣
議
決
定
に
さ
か
の
ぼ
る
。

閣
議
案
に
は
「
旧
皇
室
苑
地
の
中
、
宮
城

外
苑
、
新
宿
御
苑
、
京
都
御
所
、
白
金
御

た
。
明
治
六
年
か
ら
京
都
御
所
、
仙
洞
御

所
、
大
宮
御
所
を
拝
借
し
主
要
会
場
と
し

た
。
御
苑
内
で
は
大
相
撲
、
能
楽
、
書
画

会
な
ど
今
日
で
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

た
。
拝
借
時
代
は
明
治
十
三
年
ま
で
続

く
。
明
治
初
期
、
外
国
人
の
入
京
が
厳
し

く
制
限
さ
れ
て
い
た
が
、
博
覧
会
開
催
時

に
は
緩
和
さ
れ
た
。
今
日
的
に
い
え
ば
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
十
四
年
に
御
所
の
南
東
、
仙
洞
御

所
の
南
側
に
常
設
博
覧
会
場
が
開
設
さ
れ

た
。
そ
の
常
設
博
覧
会
場
の
南
東
隅
に
は

一
時
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
の
校
舎

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
建
礼
門
の
南
側
の
旧

有
栖
川
邸
に
は
明
治
十
年
ま
で
京
都
裁
判

所
が
あ
っ
た
。
測
候
所
（
気
象
台
）
が
明

治
十
三
年
、
旧
鷹
司
邸
の
地
に
設
置
さ
れ

大
正
二
年
ま
で
存
続
し
た
。

新
た
な
施
設
が
御
苑
内
に
開
設
さ
れ
る

一
方
で
、
京
都
府
の
大
内
保
存
に
よ
る
整

備
が
明
治
十
年
よ
り
は
じ
ま
る
。
京
都
府

は
宮
内
省
か
ら
給
付
さ
れ
た
大
内
保
存
費

で
御
苑
内
の
民
有
地
を
買
収
、
樹
木
を
植

自
然
・
い
の
ち
の
つ
な
が
り

冬
の
御
苑
で
昆
虫
を
探
し
て
み
よ
う

谷
　
幸
樹

料
地
等
は
速
に
文
化
的
諸
施
設
を
整
備

し
、
そ
の
恩
沢
を
戦
後
国
民
の
慰
楽
、
保

健
、
教
養
等
国
民
福
祉
の
た
め
に
確
保

し
、
平
和
的
文
化
国
家
の
象
徴
た
ら
し
め

る
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
決
定
は
次
の
第
三
次
吉
田
内
閣
に

も
引
き
継
が
れ
、
四
条
か
ら
な
る
「
国
民

公
園
法
案
」
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
法
案

の
第
一
条
第
二
項
に
「
国
民
公
園
の
区
域

は
、
厚
生
大
臣
が
、
こ
れ
を
告
示
す
る
」

と
あ
っ
た
。
当
時
、
国
立
公
園
を
管
轄
し

て
い
た
厚
生
省
が
担
当
と
な
る
案
で
あ

る
。
西
田
正
憲
氏
（
奈
良
県
立
大
学
名
誉

教
授
）
に
よ
れ
ば
旧
皇
宮
地
の
開
放
（
公

園
化
）は
G
H
Q
の
強
い
意
向
で
、
ま
た
、

国
立
公
園
を
主
管
し
て
い
る
厚
生
省
に
所

管
を
求
め
た
と
の
こ
と
。
国
民
公
園
法
に

は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
五

月
一
日
、
厚
生
省
令
第
十
九
号
「
国
民
公

園
管
理
規
則
」
の
省
令
で
国
民
公
園
が
胎

動
を
は
じ
め
る
。
そ
の
後
、
省
庁
の
改
編

で
、
環
境
庁
（
現
在
は
環
境
省
）
に
移
管

さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

古
稀
を
迎
え
る
京
都

御
苑
の
将
来
に
何
を
望

む
の
か
。
京
都
に
お
け

る
文
化
的
緑
地
の
中
核

と
し
て
、
さ
ら
に
都
市

の
緑
の
オ
ア
シ
ス
と
し

て
継
承
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

（
名
城
大
学
農
学
部
生

物
環
境
科
学
科　

ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
・
デ
ザ
イ

ン
学
研
究
室　

教
授
）

葉
を
丁
寧
に
拾
い
両
面
を
見
て
み
る

と
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
が
見
つ

か
り
ま
す
。

樹
木
の
幹
や
枝
を
観
察
し
て
み
る

と
カ
マ
キ
リ
の
卵
塊
や
イ
ラ
ガ
の
前

蛹
の
状
態
の
繭
が
あ
り
ま
す
。

石
の
下
に
は
ゴ
ミ
ム
シ
の
仲
間
や

ダ
ン
ゴ
ム
シ
が
い
ま
す
。
看
板
の
裏

側
で
は
ナ
ミ
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
の
成
虫

の
集
団
越
冬
や
オ
オ
ト
ビ
サ
シ
ガ
メ

が
、
時
々
ヤ
モ
リ
と
一
緒
に
越
冬
し

て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

夏
に
御
苑
で
観
察
会
を
し
た
時

に
、
参
加
者
の
子
供
が
体
長
十
二
㎜

の
大
型
の
ハ
ラ
グ
ロ
オ
オ
テ
ン
ト
ウ

を
発
見
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
種

は
一
年
半
の
寿
命
が
あ
り
ま
す
。
ど

こ
で
越
冬
し
て
い
る
か
見
つ
け
た
い

で
す
ね
。

冬
の
陽
ざ
し
が
強
い
時
に
は
、
ア

カ
タ
テ
ハ
、
ル
リ
タ
テ
ハ
、
キ
タ
テ

春
か
ら
夏
に
か
け
て
活
動
し
て
い

た
昆
虫
や
生
き
物
た
ち
が
冬
の
御
苑

で
は
そ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

よ
く
観
察
を
し
て
み
る
と
命
が
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

昆
虫
に
と
っ
て
は
冬
の
寒
い
時
期

を
ど
う
乗
り
切
る
か
が
重
要
で
す
。

完
全
変
態
を
す
る
仲
間
は
卵
・
幼

虫
・
蛹
・
成
虫
と
変
態
し
、
不
完
全

変
態
は
蛹
が
あ
り
ま
せ
ん
。

昆
虫
は
多
様
な
環
境
の

中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
越

冬
し
て
い
ま
す
。
京
都
で

は
十
一
月
上
旬
、
平
均
気

温
が
十
度
前
後
に
な
る
と

越
冬
を
始
め
ま
す
。

エ
ノ
キ
の
大
木
の
落
ち

ナミテントウムシとオオトビ
サシガメ、ヤモリ

クビキリギスの口　口紅をしているのが特徴

←

→

「京都御所古今図」
（『大正大禮京都府記事』庶務之部上　1917）
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中
で
も
こ
の
御
所
南
の
地
域
に
は
、
当

時
二
百
軒
ほ
ど
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
あ
っ

た
こ
と
が
、
古
文
書
に
記
さ
れ
て
お
り
、

京
の
都
に
は
そ
れ
ほ
ど
良
質
で
豊
富
な
地

下
水
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
り
ま

す
。
最
近
の
研
究
に
お
い
て
も
、
京
都
盆

地
の
下
に
は
琵
琶
湖
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の

大
量
の
地
下
水
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
水
の
恩
恵
な
し
で
は
京
の
都
の
繁
栄

を
語
れ
な
い
証
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
館
で
は
、
そ
の
水
脈
を
同
じ
く
す
る

名
水
の
一
つ
と
し
て
、
現
在
『
桃
の
井
』

が
あ
り
、
そ
の
水
を
利
用
し
地
ビ
ー
ル
を

製
造
し
て
お
り
ま
す
。
元
来
が
酒
造
り
の

仕
込
み
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
り
、
一
度
味
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
そ

の
美
味
し
さ
は
格
別
で
、
口
当
た
り
の
軟

ら
か
さ
は
決
し
て
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
い

当
館
は
堺
町
通
二
条
上
ル
に
あ
り
、
キ

ン
シ
正
宗
創
醸
の
地
と
し
て
、
酒
造
文

化
、
水
文
化
、
そ
し
て
町
家
文
化
の
伝
承

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
地
理
的
に
も
、
歴

史
的
に
も
京
都
御
所
様
と
の
繋
が
り
は
江

戸
時
代
中
後
期
か
ら
深
い
関
係
に
あ
り
ま

す
。

円
筒
形
の
甲
虫
目
の
種
で
す
。
被
害

を
受
け
て
い
る
樹
木
の
現
象
を
ナ
ラ

枯
れ
と
い
い
ま
す
。
樹
木
に
孔
道
を

掘
っ
た
時
に
出
て
く
る
木
屑
や
糞
の

混
ざ
っ
た
粉
を
フ
ラ
ス
と
言
い
ま

す
。
ま
た
、
直
径
約
一
・
五
㎜
の
穿

入
孔
が
多
数
あ
る
こ
と
で
も
分
か
り

ま
す
。

里
山
が
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
、

コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
が
大
木
に
な
っ

て
き
た
の
が
原
因
で
す
。
メ
ス
が
穿

入
す
る
と
前
胸
背
に
あ
る
丸
い
穴

（
胞
子
貯
蔵
器
官
で
マ
イ
カ
ン
ギ
ア

と
呼
ば
れ
る
）
に
ナ
ラ
菌
と
酵
母
菌

を
入
れ
て
運
び
ま
す
。

ナ
ラ
菌
に
よ
り
木
が
枯
れ
、
酵
母

菌
を
繁
殖
さ
せ
て
食
べ
る
「
養
菌
性

キ
ク
イ
ム
シ
」
で
す
。
終
齢
幼
虫
で

越
冬
し
ま
す
が
、
秋
ま
で
に
羽
化
し

て
成
虫
で
越
冬
す
る
個
体
も
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ
の
根
元
か
ら
猛
毒
の
カ

エ
ン
タ
ケ
が
発
生
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
発
見
し
た
ら
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
）

ハ
、
テ
ン
グ
チ
ョ
ウ
の
成
虫
が
飛
び

回
っ
て
い
ま
す
。
朽
ち
木
や
倒
れ
た

樹
木
の
中
に
は
、
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ

の
新
女
王
バ
チ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼

虫
、
ア
オ
ゴ
ミ
ム
シ
、
ハ
サ
ミ
ム
シ

が
い
ま
す
。

草
の
あ
る
所
に
は
ツ
チ
イ
ナ
ゴ
や

時
に
は
大
顎
が
口
紅
色
を
し
て
い
る

ク
ビ
キ
リ
ギ
ス
の
成
虫
に
会
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
御
苑
に
あ
る
ス
ダ
ジ

イ
の
大
木
に
は
根
元
か
ら
二
ｍ
の
高

さ
の
所
ま
で
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
シ
ー

ト
で
覆
わ
れ
て
い
る
光
景
が
見
ら
れ

ま
す
。
コ
ナ
ラ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ス
ダ

ジ
イ
等
の
ブ
ナ
科
を
枯
ら
す
カ
シ
ノ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
イ
シ
の
防
除
対
策
の

一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

す
で
に
被
害
を
受
け
て
い
る
樹
木
も

見
ら
れ
ま
す
。

枯
ら
す
の
は
ナ
ラ
菌
（
糸
状
菌
）

で
す
が
、
こ
の
菌
を
運
ぶ
の
が
カ
シ

ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
で
体
長
五
㎜
の

ハラグロオオテントウ・表（右）裏（左）

京都御苑のカシノナガキクイムシの予防対策

御
苑
界
隈
そ
ぞ
ろ
歩
き

「
洛
中
の
オ
ア
シ
ス
」
堀
野
記
念
館堀野

知
久

か
に
都
人
が
上
質
な
水
を
口
に
し
て
い
た

の
か
が
分
か
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
こ
の
水
は
都
人
に
と
っ
て

は
命
の
水
で
あ
り
、
食
文
化
、
酒
造
文
化

を
育
み
、
都
に
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
立
役

者
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。
日
々
、
そ
の

井
戸
を
目
の
当
た
り
に
す
る
に
つ
け
、
そ

の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
に
感
謝
せ
ず
に
は

居
ら
れ
ま
せ
ん
。（

堀
野
記
念
館　

館
長
）

■
堀
野
記
念
館

開
館
時
間
： 

午
前
十
一
時
～
午
後
五
時（
受
付
午
後
四

時
三
十
分
ま
で
）

休
館
日
： 

毎
火
・
水
曜
日（
臨
時
休
館
あ
り
。H
P
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）

入
館
料
：
大
人
（
成
人
）
五
百
円
（
試
飲
付
き
）

名水 桃の井

キンシ正宗創醸の地 堀野記念館

同志社大学文学部文化史学科4回生
鬼門と猿

小林丈広ゼミ  竹谷 哲也

京都御所の東北角の築地塀は角が欠け
ていることをご存知でしょうか。陰陽
道では北東の方角が鬼門とされ、鬼門
除けとしてここに猿が祀られていま
す。そのため猿ヶ辻とよばれています。
よく目を凝らして見ると御幣を持って
いることが分かります。
猿がいるのは京都御苑だけではありま
せん。猿ヶ辻を北東に歩いてすぐのと
ころに幸神社があり、木造の猿が疫病・
悪鬼・邪気の侵入を防いでいます。こ
の猿は力強い眼が印象的です。さらに
北東に進んだ赤山禅院というお寺の拝
殿の屋根にも猿が祀られています。こ
の猿は正面から見られるのが特徴的で
す。そこからさらに北東に進んだ場所
にある滋賀県の日吉大社は日吉山王大
神第一の使として猿が崇敬されていま
す。西本宮楼門の四隅に様々なポーズ
の猿がいたり神猿舎で本物の猿が飼わ
れていたりするなど猿にまつわるもの
がたくさんあります。
ぜひこれらの場所にいる猿と京都御苑
の猿を見比べてみてください。

日吉大社楼門の猿 京都御苑猿ヶ辻の猿



会員募集（2019年度）のお知らせ
2019年度（2019年1月〜12月）の
国民公園協会京都御苑会員を募集し
ます。
■ 年会費
⃝普通会員 ………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1 京都御苑ニュースの送付
2 葵祭及び時代祭の観覧席招待券

の進呈（ただし普通会員は会費
4,000円以上の方に限ります。）

■ 申し込み・お問合せ先
　（一財）国民公園協会京都御苑

一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
〒602-0881　京都市上京区京都御苑３

TEL　075-211-6364

白川書院 環境省京都御苑管理事務所

企画・発行／お問合せ先

編集 監修

編集後記

■苑内利用施設・サービスのご案内

http://www.fng.or.jp/京都御苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

閑院宮邸跡収納展示館

京都御苑南西角の旧閑院
宮邸跡地に建つ公家屋敷
の風格残る旧宮内省建物
の遺構。収納展示室では
京都御苑の歴史や自然が
学べます。（無料）
開館時間： 9：00～16：30（入場は16：00まで）
休 館 日：月曜日（祝日は開館）、年末年始
アクセス：間ノ町口すぐ（御苑南西角）

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家の遺構で江戸時代
後期に建てられた九條家別邸。
公 開 日： 毎 週 木・ 金・ 土 曜 日、 葵 祭、 時 代 祭 

 9：30～15：30　参観料　100円（高校生以上）
貸切利用：  茶会、句会、謡曲等の会合にご利

用できます。
利用料につい
ては協会ホー
ムページをご
覧ください。

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。
営業時間： 9：00～16：30
富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニス
コート隣接）軽食・喫茶、菓子等の販売。

―中立売地区再整備工事のお知らせ―
中立売新休憩所の建物工事が竣工しました。駐車
場を含む地区一帯の再整備工事の完了は2019年
3月末を予定しています。御苑利用者の皆さま方に
は今しばらくご不便をおかけいたしますが、ご理解
ご協力よろしくお願いいたします。

中立売新休憩所『京都御苑　檜垣茶寮』
中立売御門北側に2019年1月
9日新規オープンの予定です。
新たな装いの下、食事メニュー
も一新し、またお土産ショップ
も新装開店いたします。

駐車場

料金：乗用車500円 バス1,300円（最初の3時間）
中立売御門西駐車場（乗用車、バス）
入場　7：40～19：30　出場　24時間

京都御所の通年公開

公 開 日： 通年（事前申し込み不要／無料）
　　　　　ただし、下記は休みとなります。
　　　　　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月4日）
　　　　　行事等実施のため支障のある日
公開時間： 10月～2月/9：00～16：00（入場は15：20まで）
入 場 門： 清所門
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

仙洞御所の参観

事前申込に加えて当日受付も行われています。
当日受付： 仙洞御所にて11時頃から先着順に整

理券を配布。
お問合せ： 宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都迎賓館一般公開

日本の歴史・文化を象徴する京都で、海外から

の賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深め
ていただくための国の迎賓施設です。

公 開 日：  詳細は迎賓館のホームページでご確
認ください。

参観料金： 大人1,500～2,000円 大学生1,000円～1,500円
　　　　　中高生500～700円
お問合せ： 迎賓館京都事務所　☎075-223-2301

明治維新150年記念 連続講座（事前申込制）

京都御苑やその周辺が舞台となった明治維新に
関する歴史をテーマとした講座です。（全9回）
日　　程：平成30年12月26日（水）13：30～
　　　　　（60～90分程度）受付13：00～
　　　　　最終回「内裏の変遷と大内保存事業」
　　　　　＊申込開始11月28日～
場　　所：閑院宮邸跡収納展示館レクチャーホール
主　　催：環境省京都御苑管理事務所
　　　　　☎075-211-6348（平日のみ、9：00～17：00）
共　　催： NPO法人京都観光文化を考える会・都草

京都御苑冬の自然教室

苑内のいろいろな生きものを幅広く観察する初
心者向けの自然観察会です。
日　　時： 平成31年1月20日（日）　9：30～12：00
受　　付： 9：00～9：20
集　　合： 乾御門
　　　　　（御苑北西地下鉄
　　　　　今出川200m）
講　　師： 京都自然観察学習会の先生方
内　　容：  冬の御苑の植物、きのこ、昆虫や

野鳥の生態を観察します。
参 加 費： 100円（保険代）
そ の 他：  筆記用具、雨具・水筒の準備、野外

活動に適した服装でご参加ください。
＊ 当日7：00時点で気象警報が発令されている場

合など、やむなく中止する場合があります。
主　　催： 環境省京都御苑管理事務所
　　　　　（一財）国民公園協会京都御苑

アオバトトラツグミアオジイカル

御
苑
の
冬
の
鳥

―中立売御門西駐車場出入口変更のお知らせ―
再整備工事に伴い、駐車場出入口を中立売御門から
蛤御門に変更しています。（1月中旬頃までの予定） 
進入は、烏丸通を南下して左折のみとなります。

清和院御門東駐車場（乗用車専用）
入・出場　8：40～20：00（20：00以降閉鎖）

運動施設

富小路テニスコート（5面）　有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面） 有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み：国民公園協会京都御苑

明治150年記念特集号の最後を飾り、名城
大学の丸山先生に御寄稿いただいた。新元
号となる2019年に御苑の中立売地区も新た
に生まれ変わり、1月に新休憩所もオープ
ンする。歴史と伝統を踏まえ、新たな価値
を発信していきたい。 （発行人　池田善一）

京都御苑Instagram／Twitterで最新の情報をチェック！

@kyotogyoen_info @gyoen_info

お土産ショップ

茶会ご利用の様子

京都御所紫宸殿

京都迎賓館
藤の間


